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年頭のあいさつP2
NOSAI の役割を再認識

P4-5 建物共済
保険金トラブルが増えています

P6-7 収入保険
収入保険加入で経営充実



早期支払いにむけて調査
　昨年９月に発生した奥能登豪雨により、広い範囲で川の氾濫や土砂崩
れが発生しました。圃場の冠水や土砂の流入などの農業被害、建物の床
上や床下浸水被害が多数確認されました。 
　地震被害から懸命に生活再建と営農再開に取り組んできた奥能登地域
では、落胆した様子で土砂や流木を片付ける農家の姿が見られました。 
　ＮＯＳＡＩでは、立ち入り可能な地域から順次調査を進め、迅速な共
済金支払いに取り組みました。 

令和６年９月 

奥能登豪雨
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年
頭
の
あ
い
さ
つ

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
謹
ん
で

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

　

日
頃
か
ら
当
組
合
に
対
し
ま
し

て
、格
別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇　
◇ 

　
昨
年
は
、
元
日
に
発
生
し
た
能

登
地
方
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７・
６
、
最
大
震
度
７

を
観
測
し
た
記
録
的
な
大
規
模
地

震
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復

興
途
中
の
９
月
に
は
、
能
登
北
部

に
記
録
的
な
大
雨
が
発
生
。
輪
島

市
で
は
観
測
史
上
最
大
の
24
時
間

雨
量
４
１
２
ミ
リ
を
記
録
す
る
な

ど
、
未
曾
有
の
豪
雨
災
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。 

　
度
重
な
る
災
害
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
に
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
大
規
模
な
自
然
災
害
が
、
本
県

を
含
め
各
地
で
発
生
し
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
団
体
の
役
割
が
極
め
て
大
き

い
こ
と
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

◇　
◇ 

　
依
然
と
し
て
、
終
息
が
見
え
な

い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
り
、
原

油
お
よ
び
肥
料
や
飼
料
の
価
格
高

騰
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、「
令
和
の
米
騒
動
」
に
よ
り
、

令
和
６
年
産
米
の
買
い
取
り
価
格

が
大
き
く
値
上
が
り
し
た
こ
と
は
、

農
業
経
営
に
と
っ
て
明
る
い
兆
し

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

◇　
◇ 

　
収
入
保
険
で
は
、
能
登
半
島
地

震
後
、
被
災
農
業
者
の
経
営
継
続

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
役
割
を
再
認
識

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
役
割
を
再
認
識  

組
合
長
理
事　

田
中
　
肇

や
営
農
再
開
の
後
押
し
を
目
的
に
、

気
象
災
害
で
被
災
後
、
１
年
以
内

に
作
付
・
収
穫
が
見
込
ま
れ
て
い

た
農
作
物
に
限
り
、
補
償
可
能
と

す
る
改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
保
険
料
等
の
一
部
を
助
成

い
た
だ
け
る
市
町
も
増
え
、
安
心

し
て
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
農
業
経
営
の
基
幹
的
な
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
農
業
保

険
を
、
農
業
の
生
産
現
場
に
よ
り

深
く
浸
透
さ
せ
、
安
心
を
す
べ
て

の
農
家
に
届
け
る
た
め
、
役
職
員

一
同
、
よ
り
身
近
に
、
よ
り
丁
寧

に
、
農
家
の
皆
さ
ま
と
接
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

◇　
◇ 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
県

農
業
の
発
展
と
組
合
員
の
皆
様
の

ご
多
幸
を
祈
念
し
、
年
頭
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
り
身
近
に 

よ
り
丁
寧
に 

す
べ
て
の
農
家
に 

安
心
を 

明
る
い
一
年
に 

な
り
ま
す
よ
う 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

組
合
長
理
事　
　
　
田
中　
　
肇

副
組
合
長
理
事　
　
東
元　
　
勉

専
務
理
事　
　
　
　
南　
　
範
彰

理
事　
　
　
　
　
　
大
宮　
　
正

理
事　
　
　
　
　
　
河
原
東
洋
史

理
事　
　
　
　
　
　
室
住　
吉
隆

理
事　
　
　
　
　
　
酒
井　
　
実

理
事　
　
　
　
　
　
新
家　
成
健

理
事　
　
　
　
　
　
池
本
外
季
伸

理
事　
　
　
　
　
　
裏　
　
秀
和

理
事　
　
　
　
　
　
叶
田　
明
弘

理
事　
　
　
　
　
　
中
山　
敏
康

理
事　
　
　
　
　
　
伊
藤　
正
浩

理
事　
　
　
　
　
　
宮
下　
祐
幸

代
表
監
事　
　
　
　
田
中　
一
男

監
事　
　
　
　
　
　
村
上　
　
茂

監
事　
　
　
　
　
　
観
音　
幸
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
一
同
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押し流された建物

変形したハウス 草木が流れ込んだ水田

浸水した農作業場

住宅の被害調査 集落内に土砂崩れ

土砂に押しつぶされたハウス



■南加賀グループ　076-239-2355　■石川中央グループ　076-239-2555　■能登グループ　  （羽咋郡市・中能登町地区）　076-239-2455　■能登グループ（七尾市・奥能登地区）　0768-76-2251

　
　
　
　
修
理
等
の
依
頼
は

　
　
　
　
内
容
を
し
っ
か
り
確
認

　
修
理
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
と
き

の
違
約
金
や
保
険
金
請
求
申
請
サ

ポ
ー
ト
費
用
等
の
名
目
で
の
成
功

報
酬
な
ど
、
高
額
な
請
求
を
受
け

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

2
ポイントポイント

　
　
　
　
補
償
対
象
に
な
る
か

　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
る

　
経
年
劣
化
は
補
償
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。
壊
れ
た
原
因
や
壊
れ
た

も
の
が
共
済
事
故
と
し
て
補
償
対

象
に
な
る
か
、
問
い
合
わ
せ
し
ま

し
ょ
う
。
虚
偽
の
理
由
で
保
険
金

を
請
求
す
る
と
詐
欺
に
該
当
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

1
ポイントポイント

　
複
数
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
、
支
払
わ
れ
ま
す
か
？

　

加
入
し
て
い
る
建
物
の
価
額
ま

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
済
・
保
険
が
分

担
し
て
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
契
約
金
額
の
合
計
が

建
物
価
額
を
超
え
て
い
る
と
き
は
、

超
え
て
い
る
金
額
分
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
契
約
金
額
に
応
じ
て
減
額

し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

■Q■A　
「
建
物
」
に
は
何
が
含
ま
れ
ま
す

か
？

　
「
建
物
」に
は
、そ
の
附
属
設
備（
電

気・ガ
ス・水
道・冷
暖
房
設
備
な
ど
）

が
含
ま
れ
ま
す
。
建
物
内
に
収
容
さ

れ
て
い
る
家
財
は
「
家
具
類
」
と
な

り
ま
す
。
建
物
は
１
棟
ご
と
の
加
入

と
な
り
ま
す
。 

　

な
お
、申
込
時
に
別
途
申
し
出
た

場
合
の
み
、門
、塀
、垣
、工
作
物（
カ

ー
ポ
ー
ト
な
ど
）を
建
物
に
含
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

■Q■A  

建
物
共
済

 

よ
く
あ
る
質
問 

ト
ラ
ブ
ル
に 

あ
わ
な
い
た
め
に 

まずはNOSAI（保険会社）へ
ご連絡ください

保険に加入して
いれば、自己負担は
ありませんよ

保険が使えると
言われたら

地震で壊れた
部分も、火災保険で
修理できますよ

もともと
壊れている部分も
大丈夫かな…

保険で
直せるなら
お願いしよう
かな…

ちょっと待って！
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事
故
が
発
生
し
た
ら
、
早
急
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。 

共
済
金
の
お
支
払
い
に
は
、
修
理
す
る

前
の
状
況
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

給付割合は
３０％・２０％・１０％から
加入者が選択できます。

　臨時費用担保特約を付帯す
ると、損害により臨時に生じ
る費用として、損害共済金に
臨時費用共済金をプラスして
お支払いします。
（地震等による事故を除く） 

臨時費用担保特約を\　 おすすめします 　/特約

選べる
給付割合

（１回の事故につき２５０万円が限度） 

※１　建物内部での車両の衝突・接触も補償します。自然災害は除きます 
※２　蛇口の閉め忘れや老朽化は除きます

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○

○

×
×
×
×

火
災
等
の
事
故

自
然
災
害

火災

対象となる事故

共済種類 火災
共済

火災共済
総合
共済

落雷

破裂・爆発

外部からの物体の落下・
飛来・衝突 ※1

給排水設備の事故
などによる水濡れ ※2

盗難によるき損・汚損

騒乱に伴う
破損行為による損害

風水害

雪害

土砂崩れ

地震・津波・噴火
加入共済金額の50％を限度 

6,000万円
加入できる金額（1棟あたり）

建物と家具類等を合わせて…

総合共済

4,000万円
加入できる金額（1棟あたり）

建物と家具類等を合わせて…

自然災害・地震等に備えて

火災・落雷等 に備えて

被害の 
発生通知 

すみやかに\  お電話を  /

保
険
金
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す

建
物
の
経
年
劣
化
は
、
保
険
金
の
支
払
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

日
本
損
害
保
険
H
P
よ
り

建物共済



■南加賀グループ　076-239-2355　■石川中央グループ　076-239-2555　■能登グループ　  （羽咋郡市・中能登町地区）　076-239-2455　■能登グループ（七尾市・奥能登地区）　0768-76-2251

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
農
業
経
営
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
農
業
経
営
を

実
習
生
受
け
入
れ
規
模
拡
大

実
習
生
受
け
入
れ
規
模
拡
大  
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能美市 
株式会社 ななさとファーム
代表 小

こ

藏
ぞ う

　和
か ず

浩
ひ ろ

さん（63歳）
◆経営内容◆
　水稲 45ha、麦・大豆各 15ha

金沢市 

藤
ふ じ

田
た

　篤
あつし

さん（39歳）
◆経営内容◆
　レンコン４ha 
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　収入保険は、加入する農業者が栽培し販売する農産物の収入減
少を補償します。 
　収入保険に加入して、自然災害や価格低下など、経営努力では
避けられないリスクに備えましょう。

収入保険加入で経営充実収入保険加入で経営充実

■収入保険年間スケジュール（個人の場合のイメージ ）
　保険期間は令和7年1月1日～12月31日

①加入申請

⑥保険金等の請求

⑦保険金等の支払い

⑤保険金等の見積り

②保険料等の納付

提出資料
税務申告書類
※令和2年分から令和5年分
（直近１年以上の青色申告決算書等）

つなぎ資金
貸付が必要な場合、
申し出てください

会計処理
保険金等の見積額を
保険期間の雑収入と
して税務申告

事
故
発
生
の
連
絡（
随
時
）

営
農
計
画
の
変
更
の
連
絡

つ
な
ぎ
資
金
の
貸
付
け 

　
保
険
金
等
の
支
払
い
が
見
込
ま
れ
る
場
合

は
、
保
険
金
等
の
支
払
い
ま
で
の
つ
な
ぎ
と

し
て
、
「
つ
な
ぎ
資
金
（
無
利
子
）
」
の
貸

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
険
金
等

の
支
払
い
の
際
に
、
支
払
う
べ
き
保
険
金
等

か
ら
貸
付
額
を
差
し
引
き
ま
す
。 

青
色
申
告
を
は
じ
め
よ
う

　
収
入
保
険
に
加
入
す
る
た
め
に
は
青

色
申
告
書
類
が
必
要
で
す
。
令
和
７
年

よ
り
青
色
申
告
を
始
め
る
に
は
、
令
和

７
年
３
月
15
日
ま
で
に
「
青
色
申
告
承

認
申
請
書
」
を
納
税
地
の
所
轄
税
務
署

長
に
提
出
く
だ
さ
い
。 

青
色
申
告
の
メ
リ
ッ
ト 

・
最
大
で
65
万
円
の
特
別
控
除

 

（
簡
易
簿
記
は
最
大
10
万
） 

・
専
従
者
給
与
を
必
要
経
費
に
算
入

　
で
き
る 

・
赤
字
の
繰
越
し
や
繰
戻
し
が
可
能 

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

4月

5月

6月

令
和
６
年（
開
始
前
）

令
和
７
年（
保
険
期
間
）

令
和
８
年（
翌
年
）

④保険料等の再算定

税務申告書類を
ＮＯＳＡＩへ提出

令和6年分確定申告

③基準収入金額の設定

支払時期
請求手続き完了後、
約１か月後

税務申告書類を
ＮＯＳＡＩへ提出

令和7年分確定申告

提出期限
税務申告期限の
日から１か月以内

加入者の声

　

前
身
の
「
木
津
農
園
」
の
代
表

が
離
農
す
る
と
き
、
後
継
者
が

お
ら
ず
、
同
じ
集
落
で
農
業
を
し

て
い
た
自
分
に
声
が
か
か
り
、
令

和
３
年
に
代
表
を
引
き
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
地
元
の
７
つ
の
集

落
の
農
地
を
守
っ
て
い
く
と
の
思

い
を
込
め
て
「
な
な
さ
と
フ
ァ
ー

ム
」
の
名
前
で
事
業
承
継
を
し
ま

し
た
。
現
在
、
30
代
、
50
代
、
60

代
の
従
業
員
を
通
年
で
４
人
、
そ

の
ほ
か
に
経
理
や
季
節
的
な
バ
イ

ト
も
雇
用
し
て
い
ま
す
。 

保
険
の
必
要
性
を
認
識 

　
水
稲
で
は
、
収
量
や
品
質
が
安

定
し
た
地
域
で
す
。
収
入
保
険
は
、

　

妻
と
と
も
に
河
北
潟
で
レ
ン
コ

ン
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

就
農
し
て
10
年
、
栽
培
技
術
を
磨

き
な
が
ら
、
経
営
規
模
を
拡
大
し

て
き
ま
し
た
。
前
職
で
培
っ
た
営

業
力
を
生
か
し
て
販
路
開
拓
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

保
険
加
入
で
不
安
解
消 

　
レ
ン
コ
ン
は
８
月
か
ら
翌
年
５

月
ま
で
収
穫
が
続
き
、
掘
る
ま
で

収
量
や
状
態
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

気
象
災
害
や
病
虫
害
も
心
配
で
す

が
、
家
族
経
営
者
に
と
っ
て
病
気

や
体
調
不
良
も
心
配
の
ひ
と
つ
で

す
。
収
入
保
険
は
日
々
の
不
安
を

解
消
し
て
く
れ
る
、
農
業
者
に

と
っ
て
良
い
保
険
だ
と
思
い
令
和

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
が
熱
心
に
勧
め

て
く
れ
た
こ
と
で
加
入
し
ま
し

た
。
そ
の
年
、
米
価
の
下
落
が
顕

著
で
、
保
険
金
を
受
け
取
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
保
険
の

必
要
性
を
認
識
し
た
と
同
時
に
、

制
度
の
理
解
も
深
ま
り
ま
し
た
。 

収
益
確
保
は
経
営
者
の
責
任 

　
経
営
の
責
任
者
と
し
て
、
今
後

も
従
業
員
の
給
料
を
確
保
し
、
設

備
の
投
資
も
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
若
い
世
代
の
人

材
を
雇
用
し
、
次
世
代
へ
引
き
継

ぐ
こ
と
が
で
き
る
組
織
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

４
年
に
加
入
を
決
め
ま
し
た
。  

制
度
へ
の
信
頼
高
ま
る  

　
そ
の
年
、
契
約
し
て
い
た
実
習

生
が
来
日
せ
ず
、
人
手
不
足
で
収

穫
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

販
売
収
入
は
見
込
み
よ
り
大
幅
に

少
な
く
な
り
、
保
険
金
の
支
払
い

を
受
け
ま
し
た
。
保
険
金
算
定
の

基
礎
と
な
る
基
準
収
入
金
額
が
、

過
去
５
年
間
の
販
売
実
績
や
規
模

拡
大
特
例
に
よ
り
設
定
さ
れ
て
お

り
、
保
険
制
度
へ
の
信
頼
が
増
し

ま
し
た
。 

　
農
業
は
や
り
が
い
の
あ
る
職
業

で
す
。
今
後
も
、
消
費
者
に
お
い

し
い
レ
ン
コ
ン
を
届
け
る
た
め
頑

張
り
た
い
で
す
。 
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育苗ハウス
加入受付中

令
和
７
年

２
月
10
日
か
ら
４
月
10
日

加
入
申
込
み
期
間 

　
「
水
稲
共
済
加
入
申
込
書
兼
変

更
届
出
書
」は
、需
要
に
応
じ
た
米

生
産
の
推
進
及
び
経
営
安
定
所
得

対
策
の
実
施
に
必
要
な
「
水
稲
生

産
実
施
計
画
書
等
」
と
一
体
化
様

式
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
に
選

択
し
た
加
入
方
式
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

　
水
稲
共
済
の
加
入
・
未
加
入
に

か
か
わ
ら
ず
、
内
容
を
確
認
し
て

必
ず
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
本
田
移
植
期
（
直
播
の
場
合
は

発
芽
期
）
か
ら
収
穫
す
る
ま
で
の

期
間 

 　
水
稲
、
麦
の
耕
作
面
積
の
合
計

が
10
ａ
以
上
の
農
業
者 

（
農
業
法
人
・
生
産
組
織
を
含
む
） 

 　

風
水
害
、
干
害
、
ひ
ょ
う
害
、

冷
害
、
凍
霜
害
、
雪
害
、
雨
害
湿

リ
ス
ク
へ
の
備
え
と
し
て
、
園
芸

施
設
共
済
の
ご
加
入
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。  

  特
定
園
芸
施
設 

　
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス 

　
・
雨
よ
け
施
設 

　
・
多
目
的
ネ
ッ
ト
ハ
ウ
ス 

　
・
ガ
ラ
ス
室 

組
合
員
、
ま
た
は
設
置
面
積

２
０
０
㎡
以
上
の
特
定
園
芸
施
設

を
所
有
ま
た
は
管
理
し
て
い
る
農

業
者
（
全
棟
加
入
） 

　
共
済
掛
金
の
払
い
込
み
を
受
け

た
日
の
翌
日
か
ら
１
年
間 

○
掛
金
の
半
分
は
国
が
負
担 

○
地
震
や
津
波
、
噴
火
も
補
償 

○
新
築
価
額
ま
で
補
償
可
能 

○
掛
金
を
お
さ
え
る
タ
イ
プ
も
あ
り 

潤
害
、
土
壌
湿
潤
害
、
そ
の
他
気

象
上
の
原
因
（
地
震
及
び
噴
火
を

含
む
）
に
よ
る
災
害
、
火
災
、
病

害
、虫
害
、鳥
害
、獣
害
。
た
だ
し
、

薬
害
等
人
為
的
な
災
害
は
含
ま
な

い 

。
 　

耕
地
ご
と
に
収
穫
量
が
５
割
以

上
減
収
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る

場
合
（
全
損
を
除
く
）
に
、
基
準

収
穫
量
の
２
割
分
を
共
済
金
と
し

て
支
払
い
し
ま
す
。

経
営
に
あ
わ
せ
て
方
式
を
選
択

令
和
７
年
産  

水
稲
共
済
の
引
受
が
始
ま
り
ま
す

雪
害
か
ら
守
る

農
業
ハ
ウ
ス
の
再
点
検
を
し
ま
し
ょ
う

水稲共済園芸施設
共済

いいえ

はいいいえ

経営にあった加入方式を選びましょう

※最高補償割合を選択した場合

地域インデックス方式 市町ごとの単収と統計単収を基準に共済金を算定する方式です。
詳しくはNOSAIへお問い合わせください。

　
当
年
産
の
収
穫
量
が
基
準
収

穫
量
を
下
回
り
、か
つ
生
産
金
額

が
基
準
生
産
金
額
の
１
割（※

）

を
超
え
て
減
少
し
た
場
合
に
共
済

金
を
支
払
い
ま
す
。ま
た
、自
然

災
害
に
よ
る
収
量
減
少
の
ほ
か
、

品
質
の
低
下
に
よ
る
生
産
金
額
の

減
少
も
対
象
で
す
。

　
加
入
者
ご
と
の
基
準
収
穫
量

に
対
し
て
、引
受
耕
地
全
体
の
減

収
量
が
１
割（※

）を
超
え
る
場

合
に
共
済
金
を
支
払
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
等
に
乾
燥
調
整
作
業
を
全

量
依
頼
し
て
い
る
方
、ま
た
は
青

色
申
告
者・白
色
申
告
者（
確
定

申
告
関
係
書
類
に
て
収
穫
量
が

確
認
で
き
る
方
）が
加
入
で
き
ま

す
。

　
加
入
者
ご
と
の
基
準
収
穫
量

に
対
し
て
、被
害
耕
地
の
減
収
量

の
合
計
が
引
受
耕
地
全
体
の
基

準
収
穫
量
の
１・５
割（※

）を
超

え
る
場
合
に
共
済
金
を
支
払
い

ま
す
。

半
相
殺
方
式

営農状況に合わせて、加入方式が選択できます
水稲共済

全
相
殺
方
式

品
質
方
式

収量減少だけでなく、収入減少も補てんしてほしい

品質低下も補てんしてほしいいいえ

はい

はい

はい

いいえ

乾燥調整、籾摺りをJA等で行い、玄米重量が確認できる

　経営全体の農業収入金額を対
象にした保険です。詳しくは、Ｐ6・7

収入保険

オススメ !

イチオシ !

どなたでも
OK!!

青色申告を行っている START

\ 補強対策をチェック /  

□ ブレースや筋かいの留め金具に緩みがないか確認しましょう 
□ 被覆資材の破れや隙間の点検、補修を行い、保温性向上に努めましょう 
□ 基礎部が腐食している場合は、パイプの交換や補強資材により強化しましょう 
□ 谷樋や排水路、周辺の残雪やゴミは取り除きましょう 
□ 被覆資材の表面に雪の滑落を妨げるような突出物がないか確認しましょう 
□ 雪の滑落を妨げる防風ネットや遮光資材の展張がないか確認しましょう 
□ 作物を栽培していない場合は、被覆資材を外しましょう 

農林水産省ホームページより

降雪前の準備・点検

降雪前に点検して
予防減災に努めましょう

単管の設置タイバー（はり）の設置

融雪パイプの設置 

中柱の設置 

手
厚
く
サ
ポ
ー
ト

一
筆
半
損
特
約

　
本
格
的
な
降
雪
の
前
に
、
農
業

ハ
ウ
ス
の
補
強
ポ
イ
ン
ト
を
今
一

度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
春
の
強
風
で
、
水
稲
育

苗
中
の
ハ
ウ
ス
が
大
き
な
損
害
を

受
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

共
済
責
任
期
間

加
入
対
象
者

対
象
と
な
る
共
済
事
故

加
入
で
き
る
の
は

共
済
責
任
期
間
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七
尾
市
中
島
町
で
水
稲
14
㌶
と
、

金
糸
ウ
リ
や
白
ネ
ギ
な
ど
野
菜
１

㌶
を
栽
培
す
る
山
本
正
秋
さ
ん
は
、

地
震
被
害
に
よ
り
昨
年
の
栽
培
計

画
を
縮
小
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
の
、
前
向
き
に
営
農
に
取
り
組

ん
で
い
る
。 

　
「
周
囲
か
ら
ム
リ
す
る
な
と
声

を
か
け
ら
れ
、
除
草
を
手
伝
っ
て

く
れ
た
人
も
い
る
。
感
謝
の
気
持

ち
を
も
っ
て
今
後
も
営
農
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。 

地
震
被
害
の
復
旧
に
奮
闘 

　
露
地
や
ハ
ウ
ス
で
野
菜
を
栽
培

し
て
い
る
中
島
干
拓
地
で
は
、
液

状
化
と
排
水
路
の
隆
起
が
発
生
し
、

生
育
途
中
だ
っ
た
冬
野
菜
の
ほ
と

ん
ど
が
出
荷
で
き
な
か
っ
た
。
ハ

ウ
ス
は
７
棟
の
う
ち
４
棟
が
被
災
。

　
「
学
生
と
の
交
流
や
新
し
い
こ

と
へ
の
挑
戦
は
楽
し
い
」
と
話
す

の
は
、
白
山
市
神
子
清
水
町
の
神

子
清
水
薬
草
組
合
の
山
岸
淳
代
表
。

同
組
合
の
メ
ン
バ
ー
13
人
は
、
薬

草
栽
培
を
軸
に
様
々
な
活
動
を
展

開
し
、
生
き
生
き
と
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
る
。 

大
学
と
連
携
し
国
産
化
に
挑
戦 

　
同
組
合
が
管
理
す
る
薬
草
園
は
、

８
年
前
耕
作
放
棄
地
を
整
備
し
た

も
の
で
、
良
品
質
の
国
産
生
薬
生

産
を
研
究
す
る
金
沢
大
学
医
薬
保

健
研
究
域
薬
学
系
の
佐
々
木
陽
平

教
授
の
指
導
を
受
け
、
ト
ウ
キ
や

シ
ャ
ク
ヤ
ク
な
ど
を
栽
培
し
て
い

る
。 

　
主
に
栽
培
す
る
ト
ウ
キ
は
、
根

野菜の管理をする山本正秋さん（左）と妻の由美子さん
ホーリーバジルの
管理をする山岸代表

「当
とう

帰
き

ソフトクリーム」

トウキの栽培は長期戦

山間地を整地した薬草園

昨夏のカボチャの出荷は順調

ハウスを点検する正秋さん

地
震
で
被
災 

感
謝
忘
れ
ず
営
農
続
け
た
い

山間地で薬草栽培 
交流を楽しむ 

七尾市  

山
や ま

本
も と

　正
ま さ

秋
あ き

さん（59歳）

　　　由
ゆ

美
み

子
こ

さん（56歳）

白山市
神

み

子
こ

清
し

水
みず

薬
やく

草
そう

組
くみ

合
あい

 
代表 山

や ま

岸
き し

　淳
じゅん

さん（71歳）

３
月
中
に
給
排
水
設
備
を
修
理
し
、

ゆ
が
ん
だ
ま
ま
の
ハ
ウ
ス
で
計
画

通
り
４
千
枚
の
水
稲
育
苗
を
行
っ

た
。 

　
全
壊
し
た
納
屋
か
ら
運
び
だ
し

た
農
機
具
を
ハ
ウ
ス
に
格
納
し
た

た
め
、
使
え
る
ハ
ウ
ス
が
不
足
し
、

予
定
し
て
い
た
夏
野
菜
の
植
え
付

け
を
一
部
断
念
。
例
年
通
り
作
付

で
き
た
露
地
の
夏
野
菜
は
順
調
で
、

カ
ボ
チ
ャ
に
日
焼
け
防
止
用
ネ
ッ

ト
を
試
す
な
ど
精
力
的
に
管
理
し

て
き
た
。 

　
壁
の
崩
落
に
よ
っ
て
変
形
し
た

コ
ン
バ
イ
ン
や
落
下
し
た
瓦
が
当

た
っ
た
田
植
機
な
ど
、
農
機
具
の

損
害
額
は
８
０
０
万
円
を
超
え
る
。

ハ
ウ
ス
の
復
旧
に
は
園
芸
施
設
共

済
金
を
、
農
機
具
や
関
連
設
備
の

修
理
や
購
入
に
は
事
業
助
成
金
な

ど
の
利
用
を
進
め
、
今
春
の
完
全

復
旧
を
目
指
し
て
い
る
。

夫
婦
力
を
合
わ
せ
て  

　
専
業
農
家
だ
っ
た
父
か
ら
引
き

継
ぎ
、
自
身
も
専
業
と
な
っ
て
10

年
が
経
つ
。
一
昨
年
か
ら
は
妻
の

由
美
子
さ
ん
も
加
わ
っ
た
。 

　

山
本
さ
ん
は
、「
栽
培
技
術
は

ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
ば
か
り
で
先

輩
農
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頼
り
に

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
野

菜
栽
培
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。 

の
部
分
に
冷
え
性
の
改
善
な
ど
に

効
能
が
あ
り
、
漢
方
薬
の
原
料
と

な
る
。前
年
５
月
に
播
種
し
、育
っ

た
苗
を
当
年
の
５
月
に
ほ
場
へ
移

植
し
、
11
月
に
収
穫
。
そ
の
後
乾

燥
さ
せ
て
、
翌
年
の
４
月
に
よ
う

や
く
出
荷
と
な
る
。 

　
連
作
障
害
を
防
ぐ
た
め
、
40
㌃

ず
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
。
獣
害
対
策
に
電
気
柵

を
設
置
し
て
い
る
が
、
シ
カ
や
サ

ル
、
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
に
苦
慮
し

て
い
る
と
い
う
。 

　

通
常
廃
棄
さ
れ
る
葉
や
茎
を

使
っ
た
入
浴
剤
や
、
葉
を
加
工
し

た
パ
ウ
ダ
ー
を
振
り
か
け
る
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
商
品
化
し
販

売
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
リ
ー
バ
ジ
ル

や
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
な
ど
の
栽
培

に
も
取
り
組
む
。

活
気
あ
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に 

　

ま
た
、
集
落
の
空
い
た
酒
店
を

改
築
し
て
、
同
組
合
の
女
性
た
ち

が
軽
食
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
し

て
い
る
。
営
業
は
冬
季
を
除
く
土

日
の
み
だ
が
一
般
客
の
利
用
も
可

能
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

拠
点
と
し
て
地
域
住
民
に
も
好
評

だ
。 

　

山
岸
代
表
は
、「
採
算
性
に
課

題
は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
農
地

を
守
り
、
活
気
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
維
持
し
た
い
」
と
話
す
。 
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「
宅
地
化
が
進
む
中
、
農
地
の

荒
廃
を
防
ぎ
た
い
」
と
話
す
の
は
、

金
沢
市
の
寺
中
町
共
同
農
作
業
部

会
の
本
堂
敬
二
代
表
。
同
部
会
で

は
、
２・５
㌶
の
水
稲
を
耕
作
し
、

播
種
か
ら
乾
燥
ま
で
を
行
っ
て
い

る
。
令
和
３
年
に
設
立
し
、
生
産

性
向
上
と
担
い
手
育
成
、
環
境
保

全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。  

農
地
の
荒
廃
を
危
惧  

　
同
町
は
、
か
つ
て
は
世
帯
数
30

戸
の
農
村
集
落
だ
っ
た
が
、
現
在

は
、
世
帯
数
が
８
０
０
戸
を
超
え

る
町
会
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い

離
農
も
進
み
、
わ
ず
か
に
残
っ
た

農
家
も
極
小
規
模
で
高
齢
化
し
て

い
る
。
現
存
す
る
３・
３
㌶
の
農

地
が
、
今
後
、
耕
作
放
棄
地
に
な

　
中
能
登
町
久
江
の
住
民
グ
ル
ー
プ

「
つ
む
ぎ
の
会
」（
松
木
博
会
長
）
で

は
、
地
区
で
育
苗
を
終
え
た
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
を
有
効
活
用
し
よ
う
と
、

２
年
前
か
ら
メ
ロ
ン
栽
培
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
地
区
の
活
性
化
に
貢
献

し
た
い
と
非
農
家
を
含
め
13
人
が
活

動
し
、
ハ
ウ
ス
２
棟
で
協
力
し
て
作

業
を
行
う
。 

　
地
震
で
被
災
し
た
同
地
区
の
神
社

の
再
建
費
用
を
賄
う
た
め
に
始
め
た

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
返
礼

　
か
ほ
く
市
気
屋
の
農
事
組
合
法
人

高
峰
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
水
稲
25
㌶
を

中
心
に
イ
チ
ジ
ク
や
フ
リ
ー
ジ
ア
の

栽
培
に
取
り
組
む
。
中
で
も
、「
木

成
り
完
熟
い
ち
じ
く
」
は
、
同
市
の

特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
に
認
証
さ
れ
て
い

る
。 

　
同
法
人
で
は
、
３
年
前
か
ら
ハ
ウ

ス
で
の
コ
ン
テ
ナ
栽
培
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
水
稲
の
育
苗
後
の
ハ
ウ
ス

４
棟
に
、
イ
チ
ジ
ク
を
植
栽
し
た

３
５
０
個
の
コ
ン
テ
ナ
を
運
び
入
れ

本堂代表（左から１人目）と稲刈り作業をした会員 

コンバインに取り付けた GPS 移動局受信機

会員と協力して管理に取り組む眞田さん（右）

「これからも新しい技術に取り込んでいきたい」
と種本代表 休憩時の談笑が楽しみのひとつ

市街化地域で
小規模農家が力を合わせ 

震災の復興を願って 
メロンのブランド化を目指す 

イ
チ
ジ
ク
の
コ
ン
テ
ナ
栽
培

育
苗
ハ
ウ
ス
を
有
効
利
用

金沢市
寺

じ

中
ちゅう

町
まち

共
きょう

同
どう

農
のう

作
さ

業
ぎょう

部
ぶ

会
かい

 
代表 本

ほ ん

堂
ど う

　敬
け い

二
じ

さん（74歳）

中能登町
住民グループ「つむぎの会」
眞
さ な

田
だ

　将
ま さ

充
み つ

さん（37歳）

か
ほ
く
市

農
事
組
合
法
人 

高た
か

峰み
ね

フ
ァ
ー
ム

代
表 

種た
ね

本も
と　

博ひ
ろ
し

さ
ん
（
75
歳
）

る
こ
と
を
危
惧
し
、
同
部
会
の
設

立
に
至
っ
た
。 

　
部
会
で
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、

区
画
の
拡
大
。
地
区
の
圃
場
の
平

均
区
画
は
５
㌃
未
満
で
作
業
効
率

の
悪
さ
が
課
題
の
一
つ
だ
っ
た
。

経
費
軽
減
の
た
め
、
会
員
自
ら
重

機
や
ト
ラ
ク
タ
で
畔
崩
し
の
作
業

に
あ
た
っ
た
。 

「
見
え
る
化
」で
ス
キ
ル
を
共
有  

　
会
員
は
50
代
か
ら
80
代
の
８
人

で
、
ベ
テ
ラ
ン
農
家
が
い
る
一
方

で
、
農
地
を
所
有
し
て
い
る
だ
け

の
農
業
未
経
験
者
も
い
る
。
農
作

業
技
術
を
標
準
化
す
る
た
め
、
各

圃
場
に
水
位
棒
を
立
て
、
数
値
化

し
て
水
管
理
す
る
な
ど
、
基
準
を

明
確
に
し
た
作
業
ル
ー
ル
を
作
り
、

「
見
え
る
化
」
に
取
り
組
む
。 

　

ま
た
、
G
P
S
の
情
報
を
入

手
し
様
々
に
活
用
し
て
い
る
。
農

機
具
を
運
転
す
る
際
は
、
移
動
局

受
信
機
を
搭
載
し
、
ガ
イ
ド
と
し

て
利
用
す
る
。「
勘
や
キ
ャ
リ
ア

が
な
く
て
も
作
業
で
き
る
」
と
、

不
慣
れ
な
会
員
か
ら
好
評
だ
と
い

う
。
作
業
後
は
、
入
手
し
た
デ
ー

タ
に
よ
っ
て
圃
場
の
様
子
や
生
育

状
況
、
作
業
効
率
な
ど
を
検
証
し

て
い
る
。 

　

本
堂
代
表
は
、「
小
規
模
農
家

も
力
を
合
わ
せ
て
、
農
地
保
全
に

寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
。
後
継
者
養
成
に
つ
な
が
る

よ
う
農
業
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。 

品
と
し
て
メ
ロ
ン
を
提
供
。
復
興
の

想
い
を
込
め
、
メ
ロ
ン
は
「
の
と
つ

む
ぎ
」
と
名
付
け
た
。 

　
会
の
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
中
心
的

に
活
動
す
る
野
菜
農
家
の
眞
田
将
充

さ
ん
は
、「
震
災
後
の
大
変
な
時
期

で
も
多
く
の
人
が
栽
培
に
携
わ
っ
て

く
れ
た
。
今
後
は
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
に
も
な
る
の
で
、
ブ
ラ
ン
ド

化
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

む
。

る
。
水
管
理
や
施
肥
管
理
は
、
コ

ン
テ
ナ
全
て
に
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
、

自
動
制
御
し
て
い
る
。
ハ
ウ
ス
内

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
敷
で
、
天
候
を

気
に
せ
ず
、
足
元
を
汚
さ
ず
に
収

穫
で
き
る
。 

　
同
法
人
は
同
地
区
の
様
々
な
職

種
の
人
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
種

本
博
代
表
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
を
活
か
し
て
こ
れ
か
ら
も
営
農

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。



経営
内容

■南加賀グループ　076-239-2355　■石川中央グループ　076-239-2555　■能登グループ　  （羽咋郡市・中能登町地区）　076-239-2455　■能登グループ（七尾市・奥能登地区）　0768-76-225115 14

12月28日～1月5日
年末年始休業

１月29日 
理事会

２月１日 
果樹共済加入申し込み開始 

２月１０日 
水稲共済加入申し込み開始 

２月  
収入保険 
農業収入金額実績申請書兼
保険金等請求開始

３月 
余裕金運用管理委員会 
理事会  

12
3

お
便
り
コ
ー
ナ
ー

　　  獣医師募集  　　 交付対象機器
令和6年1月1日から

同年12月31日までの間に
購入した以下の機器 

1.農薬散布ドローン

1台当たり購入額 40万円以上に限る 

2.動力噴霧機（器） 

1台当たり購入額 20万円以上に限る 

4.スピードスプレーヤ（ＳＳ） 

1台当たり購入額 50万円以上に限る 

3.水田乗用管理機
　（ブームスプレーヤ）・
　 産業用無人ヘリコプター
1台当たり購入額 50万円以上に限る 

交付申請の際は、交付申請書と1台ご
との、型式が明記されている領収書（
写し）の提出が必要です。
※交付対象者、交付申請書など、詳し
くは管轄のグループへお問い合わせ
ください。

　
毎
年
、
同
じ
よ
う
に
野
菜

作
り
や
米
作
り
を
し
て
い
て

も
、
天
候
や
害
虫
の
せ
い
で
、

な
か
な
か
上
手
に
で
き
な
い

で
す
ね
。「
虹
」
で
、
頑
張
っ

て
い
る
方
々
を
紹
介
し
て
い

て
、
励
み
に
な
り
ま
す
。 

（
中
能
登
町　
Ｍ
さ
ん
）

　
各
地
の
若
い
農
業
後
継
者

の
方
々
が
、
未
曽
有
の
災
害

に
も
屈
す
る
こ
と
な
く
、
挑

戦
す
る
記
事
を
読
み
、
頼
も

し
く
思
い
ま
す
。
今
後
も
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

い
た
し
ま
す
。
心
よ
り
エ
ー

ル
を
贈
り
ま
す
。 

（
金
沢
市　
Ｓ
さ
ん
）

皆
さ
ん
か
ら
の
声
募
集
し
ま
す

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
へ

の
ご
意
見
、
身
近
な
話
題
や

農
業
に
つ
い
て
思
う
こ
と
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
声
は
お
便
り

コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

地域農業を支える仕事です 
〈勤務内容〉 
農業保険法に基づく一般業務および
家畜診療に係る業務 

〈採用条件〉 
●大学卒業または卒業見込者で獣医
　師資格取得者または採用年月日ま
　でに取得される方（昭和56年4月2
　日以降に生まれた方） 
●普通自動車運転免許取得者または
　採用までに取得される方 

　　 農業共済新聞 　　
購読しませんか

　
農
作
物
共
済
、
果
樹
共
済
及
び
畑
作
物
共
済
事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
損
害
防
止

に
要
す
る
対
象
機
器
を
購
入
し
た
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。 

損
害
防
止
事
業 

機
器
購
入
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

令和７年
１月20日

締切

詳しい募集要項はコチラ 

試し読みキャンペーン実施中

　 共済金を支払いました　 

支払日 支払戸数 支払共済金 

水稲 12月5日 308戸 55,761,813円 

麦 12月5日 61戸 27,614,977円 

ニ
ー
ズ
調
査
実
施
中　

   

　
共
済
対
象
品
目
の
う
ち
、
現
在

石
川
県
で
実
施
さ
れ
て
い
な
い
品

目
に
つ
い
て
、
加
入
希
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
組
合
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

実
施
し
て
い
る
共
済
事
業

 

・
水
稲
共
済 

 

・
麦
共
済 

 

・
大
豆
共
済 

 

・
果
樹
共
済 

（
り
ん
ご
・

  

ぶ
ど
う
・
な
し
・
か
き
・
く
り
） 

 

・
家
畜
共
済 

（
牛
・
豚
） 

 

・
園
芸
施
設
共
済

 

・
建
物
共
済

 

・
農
機
具
損
害
共
済

組
合
ま
で
ご
連
絡
を　

  
 

事
故
発
生
時 　
　
　
　

　
職
員
が
事
故
の
現
地
を
確
認
し

ま
す
。
連
絡
が
遅
れ
る
と
事
故
の

原
因
が
特
定
で
き
な
く
な
り
、
共

済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

掛
金
納
入
は
口
座
振
替
で   

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
沿
っ
た

対
策
及
び
組
合
員
の
利
便
性
向
上

を
図
る
観
点
か
ら
、
集
金
業
務
を

原
則
廃
止
し
ま
す
。
お
早
め
に
口

座
振
替
依
頼
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。 

　

適
正
な
組
合
運
営
の
た
め
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

川の氾濫により土砂や草木が流入した水田

　
当
組
合
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
組
合
員
の
皆
さ

ま
が
、
よ
り
使
い
や
す
い
よ
う

に
デ
ザ
イ
ン
や
構
成
を
見
直
し
ま

し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
表
示
に
対
応
し
ま
し
た

の
で
、
デ
バ
イ
ス
を
問
わ
ず
に
、

よ
り
快
適
に
操
作
し
、
閲
覧
い
た

だ
け
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
有
益
な
情
報
や

コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 　
　
　
　
　
　
　

 　

水
稲 

被
害
概
況 

 

風
水
害 

　
６
月
・
７
月
の
降
雨
、
９
月

下
旬
の
豪
雨
に
よ
り
、
浸
水
や

冠
水
及
び
土
砂
の
流
入
等
に
よ

る
埋
没
が
発
生
し
ま
し
た
。 

 

獣
害 

　
中
山
間
地
域
を
中
心
に
イ
ノ

シ
シ
や
サ
ル
の
侵
入
に
よ
る
獣

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

麦 

被
害
概
況  

 

土
壌
湿
潤
害 

　
播
種
後
の
降
雨
及
び
冬
期
間
の

降
雪
・
積
雪
の
影
響
で
土
壌
湿
潤

害
に
よ
る
初
期
生
育
不
良
が
発
生

し
、
収
穫
量
が
減
少
し
ま
し
た
。
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７
年
前
に
三
重
県
か
ら
七
尾
市
に
移
住

し
ま
し
た
。
地
元
の
農
産
物
を
使
っ
た
料

理
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
提
供
す
る
店

で
、
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
を

し
て
い
ま
す
。 

　

地
震
で
被
災
し
、
今
は
60
キ
ロ
離
れ
た

か
ほ
く
市
に
転
居
し
ま
し
た
。
大
好
き
な

能
登
の
海
や
山
の
風
景
を
守
り
、
復
興
の

力
に
な
り
た
い
で
す
。 

　

能
登
牛
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
絶
品
で

す
。
ぜ
ひ
、
足
を
運
び
能
登
の
自
然
を
満

喫
し
て
ほ
し
い
で
す
。 

　

生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
の
役
に
立
ち
た
い

と
思
い
、
地
元
の
建
設
関
係
の
仕
事
に
就

職
し
て
６
年
目
に
な
り
ま
す
。　

 

　

今
は
、
奥
能
登
地
域
で
傷
ん
だ
浄
化
槽

の
工
事
が
主
で
、
一
日
で
も
早
い
復
興
を

目
指
し
て
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

　

休
み
の
日
に
は
、
バ
イ
ク
で
北
陸
を

ツ
ー
リ
ン
グ
し
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

い
ま
す
。 

　

仕
事
で
水
田
の
区
画
整
理
に
関
わ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
が
安
心

で
き
る
立
派
な
畔
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。 

きらきらひかるきらきらひかる ̶えがお輝く石川の星̶

かほく市 

森
もり

田
た

　茜
あかね

さん（31歳）

穴水町

清
し

水
みず

　健
けん

太
た

さん（30歳）

・
ク
イ
ズ
の
答
え

・
郵
便
番
号
・
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

・
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
の
ご
意
見

・
広
報
紙
の
ご
感
想
な
ど

85
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
石
川

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
係 

行

金
沢
市
田
中
町

　
　
　
　
か
26
番
地
１

9 2 0 　0 0 0 7

う
ら

ク
イ
ズ
の
答
え
と
必
要
事
項
を
明
記
し
て
ハ
ガ
キ
・Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、５
名
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。当
選
者
は
氏
名
の
み
次
号
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
方
法

収
入
保
険
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
○
○
○
」
に
そ
な
え
る
、
あ
な
た
へ
の
エ
ー
ル
。  

ひ
ら
が
な
３
文
字
で
お
答
え
く
だ
さ
い

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
７
６-

２
０
３-

０
０
３
１

Ｅ
メ
ー
ル
　kouhou@

nosai-ishikaw
a.or.jp

お
も
て

39
号
ク
イ
ズ

当
選
者（
敬
称
略
）
北
　
　
光
代
　
　
前
田
　
茂
行 

松
田
　
和
美
　
　
清
水
　
　
朔 

小
沢
　
　
充 

● 

締
め
切
り
／
２
月
５
日（
木
）必
着
●
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